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「
こ
れ
に
は
、
２
つ
の
見
方
が
あ
り
、
経
営
層

の
視
点
で
見
た
と
き
、〝
安
か
ろ
う
、
早
か
ろ

う
、
悪
か
ろ
う
〞
で
は
次
に
つ
な
が
り
ま
せ

ん
。
も
う
1
つ
は
、
作
業
者
の
視
点
と
し
て
、

次
の
受
注
の
こ
と
を
現
場
が
考
え
て
製
作
す

る
こ
と
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
も

つ
な
が
り
ま
す
」 

と
話
す
。

断
裁
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
あ
る
久
野
主
事

は
、
ア
プ
リ
シ
ア
C
T
1
1
5
に
つ
い
て
〝
動

き
が
速
い
〞
と
評
価
す
る
。「
バ
ッ
ク
ゲ
ー

ジ
が
動
く
の
が
速
く
、
紙
を
入
れ
た
ら
寸
法

が
決
ま
っ
て
止
ま
っ
て
い
る
分
、
速
く
作
業

が
で
き
、
特
に
大
き
い
紙
を
断
裁
す
る
と
き

に
効
果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
」。
ま
た 「
セ
ン

タ
ー
ベ
ル
ト
が
無
く
刷
本
の
汚
れ
を
気
に
し

な
く
て
い
い
。
ほ
こ
り
も
た
ま
り
に
く
く
、
紙

を
動
か
し
た
時
に
紙
寄
れ
が
発
生
し
な
い
」 

「
包
丁
を
交
換
す
る
と
き
の
治
具
が
刃
を
覆
い

隠
す
た
め
安
全
」 

な
ど
を
挙
げ
る
。
さ
ら
に 

「
ク
ラ
ン
プ
の
圧
が
デ
ジ
タ
ル
で
細
か
く
調

整
・
管
理
で
き
る
こ
と
が
助
か
っ
て
い
ま
す
。

圧
の
設
定
値
は
経
験
に
よ
り
ま
す
が
、
一
度

定
め
て
し
ま
え
ば
、
次
も
、
他
の
人
が
や
っ

て
も
、
同
じ
よ
う
に
作
業
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
」 

と
、
ア
プ
リ
シ
ア
C
T
1
1
5
の
、
デ

ジ
タ
ル
に
よ
る
操
作
性
を
実
感
し
て
い
る
。

今
後
に
つ
い
て
、
横
田
工
場
長
は 「
断
裁

機
単
体
で
は
な
く
、
工
場
の
自
動
化
や 『
人

財
』 

育
成
は
、
労
働
力
が
不
足
し
て
い
く
で
あ

ろ
う
観
点
か
ら
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
喫
緊
の
課
題
と
し
て 『
見
え
る
化
』 

に
よ
っ
て
、
印
刷
も
断
裁
の
稼
働
も
デ
ジ
タ

ル
化
し
、
全
社
的
に
改
善
し
て
い
く
構
想
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
」

2
0
1
4
年
に
一
層
の
高
集
積
化
と
高
効
率

化
を
実
現
す
る
た
め
に
、
本
社
工
場
を
瑞
浪

工
場
へ
移
転
し
た
新
日
本
印
刷
㈱
。
移
転
時

に
H-

U
V
搭
載
リ
ス
ロ
ン
G
4
0（
菊
全
判
5

色
機
、
コ
ー
タ
ー
付
）を
導
入
し
、
油
性
に
代

わ
り
U
V
印
刷
を
開
始
。
併
せ
て
、
K
P
M
年

間
パ
ッ
ク
を
採
用
。
2
年
後
に
は
H-

U
V
搭

載
リ
ス
ロ
ン
A
3
7（
A
全
判
4
色
機
）を
増
設

し
、
現
在
は
こ
の
2
台
に
輪
転
機
を
加
え
た

4
台
が
稼
働
し
て
い
る
。
商
品
カ
タ
ロ
グ
の

制
作
が
主
力
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
ポ
ス
ト

プ
レ
ス
の
設
備
投
資
も
積
極
的
に
行
っ
て
お

り
、
2
0
0
5
年
に
は
無
線
綴
じ
を
内
製
化
。

2
0
1
6
年
に
は
中
綴
じ
を
増
強
す
る
な
ど
、

企
画
制
作
か
ら
製
本
ま
で
の
一
気
通
貫
に
よ

る
競
争
力
を
高
め
て
い
る
。

現
在
、
横
田
工
場
長
を
中
心
に
、
先
を
見

据
え
た
体
制
改
革
を
進
め
て
い
る
。

「
究
極
の
目
標
は
、
印
刷
も
で
き
、
製
本

も
で
き
る 『
人
財
』 

を
育
成
す
る
こ
と
で
す
。

今
回
、
断
裁
機
が
老
朽
化
し
、
新
機
導
入
を

契
機
に
マ
ル
チ
プ
レ
ー
ヤ
ー（
多
能
工
）育
成

促
進
に
向
け
て
、
安
全
面
を
最
も
重
視
し
、

誰
で
も
使
い
や
す
い
断
裁
機
を
慎
重
に
選
択

し
た
結
果
、
ア
プ
リ
シ
ア
C
T
1
1
5（
菊
全

ワ
イ
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
油
圧
ク
ラ
ン
プ
断
裁
機
）

の
導
入
を
決
め
ま
し
た
」

藤
原
課
長
は
導
入
効
果
に
つ
い
て
、「
後

加
工
の
品
質
の
ベ
ー
ス
は
断
裁
機
の
断
裁

精
度
で
す
。
ア
プ
リ
シ
ア
C
T
1
1
5
の
高

い
精
度
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
技
術
や
経
験

を
生
か
し
て
く
れ
、
製
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」 

同
社
で
は
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
を
保
つ
た
め
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
1

回
の
断
裁
量
の
判
断
、
許
容
を
与
え
て
い
る
。

新
日
本
印
刷
株
式
会
社

ア
プ
リ
シ
ア
C
T
1
1
5
の
導
入
を
生
か
し

印
刷
か
ら
製
本
ま
で
の
マ
ル
チ
プ
レ
ー
ヤ
ー
化
を
促
進
。

　

地
場
の
業
務
用
カ
タ
ロ
グ
印
刷
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
日
本
印
刷

株
式
会
社
。
企
画
制
作
か
ら
撮
影
・
デ
ザ
イ
ン
・
製
版
・
印
刷
・
製
本

ま
で
全
て
の
工
程
を
自
社
生
産
す
る
こ
と
で
低
コ
ス
ト
・
短
納
期
・
高

品
質
を
実
現
し
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
期
待
に
応
え
続
け
て
直
需
を
伸

ば
し
て
い
る
。
今
後
の
さ
ら
な
る
体
制
作
り
や
、
先
を
見
据
え
て
の

H-

U
V
化
や
自
動
化
な
ど
改
革
を
進
め
る
中
、
ア
プ
リ
シ
ア

C
T
1
1
5
（
菊
全
ワ
イ
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
油
圧
ク
ラ
ン
プ
断
裁
機
）
を

導
入
し
た
。
そ
の
狙
い
や
効
果
を
、
横
田
守
彦
・
瑞
浪
工
場
工
場
長
、

業
務
課
の
藤
原
幸
典
課
長
、
製
本
・
加
工
課
の
久
野
直
人
主
事
に

お
聞
き
し
た
。

横 田  守 彦
執行役員・瑞浪工場工場長
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白紙の大裁ちは印刷効率化の基点
人と紙への優しさに着目を

　工程の効率化やスマート化は、印刷工場の永遠の
テーマですが、いま一度、断裁工程に目を向けてみ
てはいかがでしょうか。人手による重労働や、紙に
ストレスの掛かる局面が残っているかもしれません。
　例えば最近、印刷前の白紙の大裁ちを内製化する
印刷工場が増えています。そうなると断裁工程は、
印刷機への白紙の挿入に向けた重要な基点と位置付
けなければなりません。大裁ち後の1パレはそのまま、
印刷機へとセットされるからです。その状態が良好
でない場合、印刷機ストップの要因の一端となって
しまいます。
　大裁ちではまず、印刷の予定に合わせて紙置き場で
白紙をパレット積みし、断裁機の手前でワンプを1包
装ずつむきながらジョガーに積んでいくのが通常の流
れですが、その際、担当の方が腰をかがめながら1つ
かみずつジョガーに載せている様子を見かけることが
あります。大裁ち後のパレット積みでも同様です。
　この作業が長く続くことになれば、担当の方の体
への負担が気になります。また、生産面では、ジョ
ガーやパレットへの手積みでの過度な紙のこすれが、
印刷にとっての天敵＝静電気の大きな発生要因とな
ります。パイルに静電気が強く帯びたまま印刷機に
セットされ、それにより生産効率が落ちてしまうこと
もあるでしょう。
　KOMORIでは、紙をそろえ、切り、パレット積み
するまでの一連の流れを断裁工程と捉えています。
人と紙に優しい流れを構築できるよう、半自動から全自
動まで多彩なシステムをご提案したいと考えています。

生
産
体
制
の
改
革
を
進
め
る
中

課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
た

ア
プ
リ
シ
ア
C
T
1
1
5
の
精
度
は

高
い
品
質
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る

自動用紙搬送装置

原紙パレット

用紙パレット

断裁機

自動用紙積装置

AICHI

瑞浪工場業務部業務課 課長
藤原 幸典 氏
「断裁機の性能が高まったこ
とで、オペレーターの責任感
やモチベーションが高まった
ことも大きな導入効果です」

瑞浪工場生産部製本・加工課 主事
久野 直人 氏
「アプリシアは天盤が広いた
め紙の取り回しがしやすく、
またスピードが速いので大変
使いやすいです」

「アプリシアCT115は、洗練されたデザインで大きなモニターが付いている
ため、操作性も良く、作業の効率化につながっています」と久野主事。

「マルチプレーヤー化を進めるためにも、生産
 体制を改善し続けていきます」

本社 / 愛知県名古屋市天白区中砂町496
瑞浪工場 / 岐阜県瑞浪市山田町字小洞2005

https://www.s-pri.co.jp/
TEL / 052-832-6851

瑞浪工場

自動断裁システム例




